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研究成果の概要（和文）：マネの絵画と検閲に関して、政治、社会、美術制度という観点から総合的に調査し、
考察した。 その結果、マネが第二帝政に批判的な立場から政治的な主題を取り上げ、暗示的なやり方で表現
し、検閲を受けたことがわかった。また、ヌードや娼婦のテーマに積極的に取り組んで、それ以前にはない女性
表象を行い、スキャンダルや非難を招いたこと、さらに聖性を帯びるべきキリスト像をリアリストのまなざしで
扱って批判されたことも判明した。

研究成果の概要（英文）：We comprehensively researched and considered Mane's paintings and censorship
 from the perspective of politics, society, and the art system. As a result, it turned out that 
Manet took up the political subject from a position critical to Second Empire, expressed it in an 
implicit manner, and was censored. It also became clear that actively working on the themes of nudes
 and prostitutes, he was also criticized for making problematic female representations which caused 
scandals and accusations, and treating the image of Christ who should be holy with the eyes of a 
realist.

研究分野： 人文学

キーワード： マネ　検閲　政治と美術　ヌードとスキャンダル

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は19世紀フランスの重要な画家マネの作品を検閲という新しい視点で研究した。絵画が単に美的な性質を
持つだけではなく、政治や社会、道徳や宗教などと深く関連していることは、必ずしも常に意識されているわけ
でない。その意味で、この研究成果はマネ研究を一歩進める学術的意義を有している。さらに、成果を書籍とし
て刊行することによって一般の人の美術に対する見方を変えることにもつながり、その意味で社会的な意義もあ
る。



１．研究開始当初の背景

エドゥアール・マネは19世紀フランス絵画史における重要な画家であり、さまざまな研究があ
るにもかかわらず、結局、現代生活を描く画家、モダニズムの画家というイメージから大きく
出てはいない。近年では社会史的、精神分析的、ジェンダー論的など、人文科学の他分野の方
法論を生かしたアプローチが試みられているが、必ずしも説得力のある解釈にまで到達してい
るわけではない。本研究では、スキャンダルを起こした問題作も描くマネを、検閲というこれ
までにない視点で研究することにした。意識的であれ、無意識的であれ、政治的、宗教的、道
徳的等の規範に抵触したと思われる作品を中心に調査を行い、新たなマネ像の構築に向かって
何らかの貢献ができればよいと思う。

２．研究の目的

本研究の目的は、19世紀フランスの画家マネを「検閲」という視点から解明することにあ
る。《皇帝マクシミリアンの処刑》への検閲や《オランピア》のスキャンダルが象徴する
ように、マネの絵画は19世紀フランスの市民社会において政治的、宗教的な規範や性表現
や禁忌に触れつつ制作されている。その作品は美術の制度と葛藤を起こしながら発表され
たり、そこから排除されたりしている。そこには自らの絵画を社会に問い、受容させよう
とする画家の戦略的な態度を捉えることができよう。マネの生み出す挑発的、問題提起的
なイメージの生成と受容の実態を、作品と関連資料、さらには政治、社会、美術制度に関
する調査に基づいて分析し、新しいマネ像を浮かび上がらせたい。

３．研究の方法

本研究の調査は政治主題、性表現（裸婦、娼婦、男女関係）、宗教に関係したマネの作品
と資料の調査を基本とし、それに当時の政治、社会、美術制度に関する文献・図像調査を
加える。フランス（パリ）、イギリス（ロンドン）、ドイツ（マンハイム、ハンブル
ク）、スイス（チューリッヒ）、アメリカ（ワシントン、ニューヨーク、ボストン、フィ
ラデルフィア、シカゴ）の美術館が所蔵するマネ作品と関連資料を精査し、さらにパリの
フランス国立図書館、オルセー美術館、国立美術史研究所で詳しい資料調査を行った。以
上の成果を基に、マネとその作品を「検閲」という観点から具体的に分析し、画家の戦略
的な態度と作品の特異な造形性を解明するとともに、新たな歴史的位置づけを試みた。

４．研究成果

平成27年度は、政治主題関連作品に関する調査旅行、作品と資料の分析を行った。	第1回
目の調査旅行はロンドンのナショナル・ギャラリーで《皇帝マクシミリアンの処刑》(第2
作)と《テュイ	ルリーの音楽会》を実地調査し、作品に関する資料を収集した。次いで、
パリのフランス国立図書館で当時の新聞雑誌記事とマネが受けた検閲の調査を行い、フラ
ンス国立美術史研究所では第2帝政、第3共和制初期の美術行政制度に関する補足調査を行
った。分析した結果、《皇帝マクシミリア	ンの処刑》はマネも含めた第2帝政期の共和主
義者たちにおける反ナポレオン3世の政治的立場を示唆した作品であり、それを感じ取っ
た内務省から圧力がかかり、マネの生前にフランス国内で展示することができなかった。
それに対して、マネは同主題	のリトグラフを発表しようとしたが、それも差し止められ
た。明らかに政治的な検閲を受けたのである。また、初期の《テュ	イルリーの音楽会》
にも構図、人物、モチーフ、様式などを総合的に判断すると、体制批判の微妙な暗示を読
み取ることが可能であり、検閲をかいくぐるマネの戦略的態度が想定される。

平成28年度は、第1回調査旅行では、マネの政治主題関連作品として、ハンブルク美術館
で《ロシュフォールの肖像》、チューリッヒ美術館で《ロシュフォールの脱出》を実地調
査し、作品に関する資料を収集した。折よくハンブルク美術館で大きなマネ展が開催され
ており、性表現関連作品として重要な《ナナ》を含め、かなりの数のマネ作品を同時に調
査できたのは幸運であった。アムステルダムのゴッホ美術館で19世紀の娼婦をテーマとし
た展覧会が開かれていたのも幸運で、パリのオルセー美術館で性表現関連作品として《草
上の昼食》、《オランピア》を改めて調査したこととも合わせて、娼婦の表象に関する理
解を深めることができた。性表現関連作品として、ワシントンのナショナル・ギャラリー
所蔵の《オペラ座の仮面舞踏会》がハンブルクのマネ展で調査できたこともあり、当初予
定していた第2回調査旅行(ニューヨーク、ワシントン)は行わなかった。分析の結果、コ
ミューン派の流刑者で恩赦されたロシュフォールをモデルにした作品を即座に制作したこ
とは、共和主義者マネのやや過激な政治性を表していることがわかった。また、娼婦や男
女遊楽の図像を描いた主要作は、当時の娼婦とそれに境を接する女性たちの生態と関連は
あるものの、画家の意図は微妙であり、特異な絵画表現も含めて今後のさらなる調査研究
が必要と思われた	。	

平成29年度は、ワシントンのナショナル・ギャラリーにおいて海外調査を行った。性表現
主題関連作品として《オペラ座の仮面舞踏会》を、政治主題関連作品として《老音楽師》
を実地調査し、当該作品に関する資料を収集した。分析した結果、《オペラ座の仮面舞踏
会》は華やかな主題の中に売春のテーマが含まれている点が、構図、彩色、筆触の独自性
とともに、サロンで落選した理由であると解釈できた。《老音楽師》はナポレオン3世の
パリ改造計画の影の部分に対するマネの冷静なまなざしがうかがわれ、《テュイルリーの
音楽会》とは逆にパリの場末の周縁的、境界的なイメージであることが判明した。後半
は、《草上の昼	食》、《オランピア》、《フォリー・ベルジェールのバー》に関する、



当時の批評記事を読み込むことに力を傾注した。	さらに、今回の研究成果も反映させ
た、マネに関する単著の刊行を目指して執筆を進め、約8割の原稿を書き上げた。	

平成30年度は、アメリカに海外調査に行き、ボストン美術館でマネの《皇帝マク	 シミリ
アンの処刑》の第1ヴァージョンを、メトロポリタン美術館(ニューヨー	 ク)で《死せるキ
リストと二人の天使》《エスパダの衣装を着たヴィクトリーヌ嬢》を調査し、資料収集を
行った。帰国後、平成27、28、29年度の調査研究の成果も合わせて、マネの絵画と検閲と
いう問題を政治、社会、美術制度という観点から総合的に考察した。	 その結果、マネが
第二帝政に批判的な立場から政治的な主題を取り上げ、暗示的なやり方で表現しているこ
と(特に《皇帝マクシミリアンの処刑》	 《テュイルリーの音楽会》)、スキャンダルを起
こしつつもヌードや娼婦のテーマに積極的に取り組み、それ以前にはない女性表象を行っ
たこと(特に《草上の	 昼食》《オランピア》《フォリー=ベルジェールのバー》)、さらに
聖性を帯びるべきキリスト像をレアリストのまなざしで扱って批判されたこと(特に《死
せ	 るキリストと二人の天使》《兵士たちに侮辱されるイエス》)などが判明した。	 それ
らの成果は、平成30年に刊行した著書『エドゥアール・マネ、西洋美術史の革命』
(KADOKAWA)の中に組み込んで公表した。本書は、日本で初めてのマネに関する本格的なモ
ノグラフで、「過去からマネへ」「マネと〈現在〉」「マネから未来へ」という三部構成
となっている。西洋絵画史を原作や複製を通して学習し、イメージの自由自在な組み合わ
せによって、独自の冷徹なレアリスム絵画を発表したマネ芸術の意義、さらに後世の画家
たちへの多大な影響について論述した。
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